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わ
が
国
の
近
年
の
首
相
の
在
任
期
間
は

１
年
程
度
、
戦
後
を
通
算
し
て
も
平
均
２

年
程
度
で
あ
り
、
他
の
先
進
諸
国
の
首
相

な
い
し
大
統
領
の
ほ
と
ん
ど
が
４
年
以
上

在
任
し
て
い
る
こ
と
と
比
較
し
て
、
わ
が

国
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
原
因
を
各
首
相
の
個
人
的
資
質

に
還
元
す
る
だ
け
で
は
、
物
事
の
本
質
を

と
ら
え
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
重
要
な

の
は
、
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
統
治
シ
ス

テ
ム
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
制
度

的
要
因
で
あ
る
。

そ
の
最
大
の
も
の
と
し
て
指
摘
さ
れ
る

の
が
、
わ
が
国
の
議
院
内
閣
制
に
お
け
る

参
議
院
の
あ
り
方
で
あ
る
。
た
だ
し
、
わ

が
国
の
議
院
内
閣
制
と
い
っ
て
も
、
具
体

的
な
政
党
勢
力
の
配
置
や
、
選
挙
制
度
の

い
か
ん

如
何
に
応
じ
て
、
相
当
に
振
幅
の
大
き
い

統
治
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
政
党
・
選
挙
制

度
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
統
治
シ
ス
テ
ム

の
構
想
が
必
要
と
な
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

参
議
院
を
ど
う
す
る
の
か

参
議
院
に
左
右
さ
れ
る
内
閣

合
意
形
成
型
モ
デ
ル
へ
の
着
服

成
型
モ
デ
ル
へ
の
着

÷

ｰ

左型実
際
二
鳥
良
識
の
府
と
し
て
の
参
議
院
」
た
し
か
に
＆
わ
が
国
で
は
衆
議
院
の
優
越

を
標
傍
す
る
参
議
院
改
革
論
の
多
く
は
、
、
が
認
め
ら
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
（
慾

参
議
院
創
設
当
初
の
、
政
党
化
の
浸
透
し
法
師
条
）
、
条
約
の
承
認
（
例
条
）
、
予
算

て
い
な
い
緑
風
会
時
代
１
１
是
々
非
々
主
の
議
決
（
帥
条
）
、
法
律
案
の
議
決
（
弱

義
の
時
代
１
１
を
懐
古
し
て
い
る
。
そ
し
条
冒
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件
の
下
で
、

て
、
政
党
政
治
と
参
議
院
と
の
間
合
い
の
衆
議
院
の
議
決
が
優
先
す
る
仕
組
み
に
な

問
題
は
、
参
議
院
の
組
織
・
権
限
の
あ
り
っ
て
い
る
。

方
に
、
直
ち
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
。
そ
の
し
か
し
他
方
で
、
日
本
国
憲
法
は
衆
議

た
め
、
参
議
院
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
場
院
に
よ
る
法
律
案
再
議
決
に
つ
き
、
極
め

合
に
は
、
参
議
院
の
審
議
方
法
だ
け
を
取
て
厳
格
な
要
件
を
課
し
て
い
る
。
す
な
わ

り
出
し
て
論
じ
て
も
不
十
分
で
あ
り
、
政
ち
、
弱
条
２
項
は
「
衆
議
院
で
可
決
し
、

党
政
治
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
日
本
国
参
議
院
で
こ
れ
と
異
な
っ
た
議
決
を
し
た

憲
法
の
定
め
る
議
院
内
閣
制
を
実
効
的
に
法
律
案
は
、
衆
議
院
で
出
席
議
員
の
三
分

機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
い
か
な
る
参
議
院
の
二
以
上
の
多
数
で
再
び
可
決
し
た
と
き

で
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
視
点
が
不
可
欠
↑
は
、
法
律
と
な
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
政
権
与
党
が
衆
議
院
で
３
分

の
２
以
上
の
議
席
を
占
め
て
い
る
と
い
う

議
院
内
閣
制
と
参
議
院

こ
と
は
、
本
来
、
異
例
の
事
態
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
参
議
院
が
過
剰
な
政
治
的
権

対
等
型
両
院
制
わ
が
国
の
国
会
は
、
伝
力
を
得
る
こ
と
に
な
り
、
参
議
院
選
挙
で

統
的
な
対
等
型
両
院
制
を
採
用
し
て
い
る
。
敗
北
し
た
首
相
・
内
閣
は
、
衆
議
院
で
３

る
内

眼
も

噺噂
分
の
２
の
多
数
を
占
め
て
い
な
い
限
り
言

法
案
一
つ
通
す
の
に
も
大
変
な
苦
労
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
予
算
の

議
決
に
衆
議
院
の
優
越
が
働
く
と
し
て
も
、

予
算
執
行
の
前
提
と
な
る
予
算
関
連
法
案

が
成
立
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
限
り
で
予
算

の
執
行
は
停
止
す
る
の
で
あ
る
。
２
０
１

１
年
度
の
特
例
公
債
法
案
を
め
ぐ
る
紛
糾

は
、
こ
の
理
を
鮮
や
か
に
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
参
議
院
で
の
多
数
派
形
成

を
視
野
に
入
れ
た
連
立
が
行
わ
れ
た
り
、

参
議
院
選
挙
の
敗
北
を
契
機
と
す
る
首
相

交
代
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
同
等
の
組

織
原
理
を
も
ち
、
ほ
ぼ
対
等
の
権
限
を
有

す
る
両
院
制
度
を
前
提
と
す
る
限
り
、
参

議
院
が
内
閣
の
形
成
に
決
定
的
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
は
避
け
が
た
い
。
加
え
て
、

参
議
院
に
解
散
が
な
い
以
上
、
内
閣
は
む

し
ろ
、
参
議
院
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
と

い
う
契
機
を
多
分
に
持
つ
の
で
あ
る
。

叩
年
の
参
議
院
改
革
案
こ
う
し
て
、
わ

九
州
大
学
法
学
部
准
教
授

赤
坂
幸
｜

あ
か
さ
か
．
こ
う
い
ち
１
１
９
７

５
年
、
京
都
府
生
ま
れ
。
専
門
は

憲
法
、
議
会
法
。
編
著
に
『
国
会

運
営
の
裏
方
た
ち
ｌ
ｌ
衆
議
院
事

務
局
の
戦
後
史
』
（
信
山
社
）
な
ど
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I■■
参議鏡を澄うす患のか

が
国
で
は
、
参
議
院
制
度
の
改
革
が
常
に

問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
近
年
の
動
き
で
特

に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
斎
藤
十
朗
参
議
院

議
長
の
下
に
設
け
ら
れ
た
「
参
議
院
の
将

来
像
を
考
え
る
有
識
者
懇
談
会
」
に
よ
る

意
見
書
の
提
出
（
叩
年
４
月
）
で
あ
る
。

同
意
見
書
の
特
色
は
、
憲
法
・
国
会
法
の

改
正
を
伴
う
中
長
期
的
な
改
革
案
ま
で
を

視
野
に
入
れ
て
い
る
点
で
、
本
稿
の
関
心

か
ら
は
、
衆
議
院
の
再
議
決
制
度
の
改
革
、

お
よ
び
参
議
院
の
内
閣
形
成
機
能
の
抑
制
、

の
２
点
が
注
目
に
値
す
る
。

前
者
は
、
衆
議
院
の
再
議
決
要
件
を
過

半
数
に
改
め
る
と
と
も
に
、
一
定
期
間
は

衆
議
院
が
再
議
決
権
を
行
使
で
き
な
い
よ

う
に
す
る
と
い
う
改
正
案
で
、
む
ろ
ん
、

憲
法
弱
条
２
項
の
改
正
が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
「
停
止
的
拒
否
権
」
の
発

想
は
、
実
は
、
現
行
懲
法
の
制
定
過
程
に

お
け
る
日
本
政
府
案
に
も
見
ら
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
１
９
４
６
年
３
月
２
日
の
日
本

政
府
案
で
は
２
年
間
の
停
止
的
拒
否
権
が

採
用
さ
れ
て
い
た
が
（
イ
ギ
リ
ス
の
１
９

１
１
年
の
議
会
法
の
規
定
を
採
用
『
同
案

は
、
参
議
院
の
一
部
に
任
命
制
を
取
り
入

れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
主
張
で
参
議
院
が
全
て
直
接
公

選
に
よ
る
国
民
代
表
に
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
「
３
分
の
２
以
上
の
多
数
に
よ
る
再
議

決
」
へ
と
、
再
議
決
要
件
が
加
重
さ
れ
た

わ
け
で
あ
る
。

他
方
§
後
者
は
参
議
院
に
よ
る
内
閣
総

理
大
臣
の
指
名
権
（
憲
法
師
条
）
を
削
除

す
る
憲
法
改
正
案
で
あ
り
、
「
良
識
の
府
」

「
再
考
の
府
」
と
し
て
の
参
議
院
と
、
内

閣
の
形
成
や
維
持
を
任
務
と
す
る
衆
議
院

と
の
機
能
分
担
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

意
見
書
は
ま
た
、
参
議
院
議
員
の
国
務
大

臣
、
政
務
次
官
（
副
大
臣
・
大
臣
政
務
官
）
‐

就
任
の
自
粛
を
も
提
言
し
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
改
革
案
は
、
非
対
等
な
両

院
制
に
基
づ
く
対
決
型
の
統
治
シ
ス
テ
ム

を
念
頭
に
置
く
点
で
、
イ
ギ
リ
ス
型
の
議

会
政
治
モ
デ
ル
に
立
脚
す
る
も
の
と
い
え

る
。
裏
側
か
ら
い
え
ば
、
叩
年
の
参
議
院

改
革
案
が
実
現
し
て
い
な
い
現
状
は
、
そ

の
限
り
で
、
イ
ギ
リ
ス
↓
・
モ
デ
ル
か
ら
の

飛
離
を
意
味
し
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
の

飛
離
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
参
議
院
改
革
有
識
者
懇
談

会
の
意
見
書
は
、
参
議
院
権
限
の
削
減
や
、

衆
参
の
機
能
分
担
を
内
容
と
し
て
い
た
が
、

そ
れ
だ
け
に
、
参
議
院
側
の
大
き
な
反
発

を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
国
憲
法
の

改
正
に
は
、
各
議
院
の
総
議
員
の
３
分
の

２
以
上
の
賛
成
に
よ
る
国
会
の
発
議
が
必

要
で
あ
る
以
上
、
現
に
強
い
民
主
的
正
統

性
・
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
参
議
院
が
、

そ
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
で
、
自
己
の

民
主
的
正
統
性
・
権
限
を
削
減
す
る
よ
う

な
憲
法
改
正
案
に
同
意
す
る
こ
と
は
、
も

と
も
と
想
定
し
難
い
。

し
た
が
っ
て
現
行
の
直
接
選
挙
制
と
年
代
後
半
の
政
治
改
革
で
は
震
政
府
・
与

参
議
院
の
権
限
を
維
持
し
た
う
え
で
、
「
衆
党
の
二
元
体
制
の
克
服
、
す
な
わ
ち
首
相

参
ね
じ
れ
状
態
」
に
よ
る
国
政
の
停
滞
を
と
内
閣
へ
の
集
権
化
が
課
題
と
さ
れ
た
が
、

打
開
す
る
し
く
み
を
構
想
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
改
革
構
想
は
イ
ギ
リ
ス
型
の

参
議
院
に
解
散
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
も
、
議
会
政
治
モ
デ
ル
に
立
脚
す
る
も
の
と
考

一
つ
の
有
力
な
選
択
肢
と
な
る
。
い
わ
ば
、
え
ら
れ
て
き
た
。

衆
議
院
と
同
様
の
民
主
的
正
統
性
を
も
つ
ま
た
、
わ
が
国
の
近
年
の
統
治
シ
ス
テ

参
議
院
に
改
変
す
る
と
い
う
提
案
で
あ
り
、
ム
改
革
は
、
“
年
の
政
党
助
成
法
や
公
職

日
本
国
憲
法
の
制
定
過
程
に
お
い
て
も
、
選
挙
法
改
正
に
よ
る
政
党
本
位
の
選
挙
制

著
名
な
憲
法
学
者
で
あ
る
佐
々
木
惣
一
が
度
の
採
用
、
国
会
審
議
活
性
化
法
（
”
年
）

こ
の
構
想
に
言
及
し
て
い
た
。
に
よ
る
党
首
討
論
や
副
大
臣
・
大
臣
政
務

こ
の
構
想
は
、
叩
年
の
参
議
院
改
革
案
官
制
度
の
導
入
な
ど
、
そ
の
多
く
が
イ
ギ

と
の
対
比
で
言
え
ば
、
「
両
院
及
び
内
閣
に
リ
ス
・
モ
デ
ル
に
立
脚
し
て
い
る
。
叩
年

お
い
て
、
有
権
者
の
意
思
を
取
り
入
れ
つ
の
参
議
院
改
革
案
も
、
こ
う
い
っ
た
一
連

つ
、
多
元
的
な
諸
勢
力
の
間
の
妥
協
・
調
の
改
革
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と

整
を
経
て
合
意
を
調
達
す
る
」
と
い
う
、
が
で
き
る
。
ゞ

合
意
形
成
型
の
統
治
シ
ス
テ
ム
理
念
と
親
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
処
方
葵
も
万
能
の

和
的
で
あ
る
。
こ
の
理
念
の
下
で
の
主
要
も
の
で
は
な
い
。
一
般
に
、
イ
ギ
リ
ス
・

な
関
心
事
は
、
い
か
な
る
妥
協
・
調
整
の
モ
デ
ル
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

手
法
を
統
治
シ
ス
テ
ム
に
合
理
的
に
組
み
多
数
決
型
の
選
挙
制
度
お
よ
び
二
大
政
党

込
み
う
る
か
、
と
い
局
占
謄
存
す
る
。
制
を
前
提
と
し
て
、
有
権
者
の
支
持
を
得

か
よ
う
に
、
い
か
な
る
参
議
院
改
革
を
た
党
首
・
政
党
・
政
策
に
よ
る
単
独
内
閣

志
向
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
い
か
な
る
の
形
成
、
下
院
と
（
広
義
の
）
内
閣
と
の

統
治
シ
ス
テ
ム
理
念
を
基
軸
に
据
え
る
か
、
融
合
、
お
よ
び
非
対
等
型
の
両
院
制
な
ど

と
い
う
問
題
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
い
る
。
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
有
権

者
に
よ
る
直
接
的
な
政
権
選
択
と
、
強
い

わ
が
国
の
統
治
シ
ス
テ
ム
の
理
念
民
主
的
正
統
性
に
支
え
ら
れ
た
首
相
・
内

閣
に
よ
る
安
定
的
な
統
治
権
力
の
行
使
で

イ
ギ
リ
ス
・
モ
デ
ル
の
作
動
領
域
冒
頭
あ
る
。

に
触
れ
た
問
題
‐
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
だ
が
、
対
決
型
モ
デ
ル
が
適
切
に
作
動

ツ
プ
の
脆
弱
性
１
１
に
対
処
す
べ
く
、
卯
す
る
前
提
条
件
・
範
囲
に
つ
い
て
も
、
然

朝日ﾖｬーﾅjL43



る
べ
き
考
慮
を
払
わ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ

す
な
わ
ち
、
①
有
権
者
団
の
前
に
提
示
さ
ち
、
日
本
は
対
等
型
の
両
院
制
を
採
用
し

れ
る
政
策
体
系
は
、
あ
ら
ゆ
る
争
点
・
個
て
お
り
、
か
つ
、
衆
参
と
も
に
比
例
代
表

別
政
策
を
網
羅
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
選
挙
の
要
素
を
有
し
て
い
る
た
め
、
両
院

た
、
そ
こ
に
包
摂
さ
れ
な
い
民
意
の
切
り
を
通
じ
た
多
数
派
形
成
を
行
う
た
め
に
連

捨
て
と
い
う
側
面
を
持
つ
こ
と
、
②
民
意
．
立
内
閣
の
形
成
が
常
態
化
す
る
。
そ
れ
で

政
治
状
況
の
流
動
性
の
ゆ
え
に
、
選
挙
時
も
な
お
衆
参
の
多
数
派
が
一
致
し
な
い
場

に
支
持
さ
れ
た
選
挙
公
約
の
方
が
、
選
挙
合
に
は
、
与
野
党
間
の
妥
協
・
調
整
が
必

後
に
複
数
会
派
間
で
行
う
調
整
・
政
策
協
要
に
な
る
。
「
か
く
し
て
日
本
の
両
院
制
は
、

定
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
二
大
政
党
間
の
二
者
択
一
的
な
政
権
選
択

と
、
③
多
数
決
型
に
よ
る
強
力
な
首
相
．
を
一
定
の
限
度
で
抑
制
し
て
、
複
数
の
勢

内
閣
の
創
出
は
、
与
野
党
の
包
括
政
党
化
力
の
間
の
合
意
形
成
を
要
求
す
る
方
向
に

あ
い
ま

と
も
相
侯
っ
て
、
政
府
・
与
党
が
社
会
団
機
能
す
る
契
機
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
見

体
か
ら
の
支
持
の
調
達
、
お
よ
び
利
益
．
え
る
」
と
。

ア
イ
デ
ア
の
集
約
を
、
必
ず
し
も
十
分
に

は
行
え
な
い
可
能
性
を
生
み
出
す
こ
と
、
処
方
菱

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
多
数
決
型
が
適
正

に
機
能
し
う
る
範
囲
に
は
限
界
が
あ
る
こ
こ
の
よ
う
な
、
対
決
型
モ
デ
ル
を
基
軸

と
を
示
し
て
い
る
。

に
据
え
つ
つ
、
合
意
形
成
型
モ
デ
ル
の
着

合
意
形
成
型
モ
デ
ル
の
作
動
領
域
近
年
想
を
一
定
程
度
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
観

で
は
、
多
元
的
な
勢
力
間
の
妥
協
・
調
整
点
か
ら
す
れ
ば
、
①
衆
議
院
総
選
挙
に
よ

に
よ
り
合
意
を
調
達
す
る
合
意
形
成
型
モ
る
内
閣
の
形
成
を
基
本
と
し
、
総
選
挙
で

デ
ル
を
基
軸
に
据
え
て
わ
が
国
の
議
院
内
具
体
的
な
争
点
と
な
っ
た
重
要
政
策
の
法

閣
制
を
理
解
す
べ
き
だ
と
す
る
立
場
も
有
案
化
に
際
し
て
は
、
そ
の
大
枠
に
つ
い
て

力
で
あ
る
。
が
、
対
決
型
モ
デ
ル
を
前
提
参
議
院
は
反
対
し
な
い
、
と
い
う
慣
習
が

と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
上
述
の
対
決
成
立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
総
選
挙
決

型
モ
デ
ル
の
作
動
領
域
の
限
界
や
、
わ
が
着
の
原
則
）
。

国
の
参
議
院
制
度
を
踏
ま
え
れ
ば
、
合
意
そ
れ
と
同
時
に
、
②
そ
の
よ
う
な
法
案

形
成
型
モ
デ
ル
の
着
想
を
取
り
入
れ
た
議
に
つ
い
て
も
、
参
議
院
の
審
議
を
通
じ
て

論
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
衆
議
院
の
判
断
を
補
完
・
是
正
す
る
こ
と

は
や
し
と
も
の
ぷ

こ
の
点
、
衷
泉
大
学
の
林
知
更
准
教
授
が
重
要
で
あ
る
ほ
か
、
③
対
決
型
の
判
断

プ
ロ
セ
ス
が
適
切
で
な
い
事
柄
（
行
政
監

視
や
決
算
、
長
期
的
観
点
か
ら
行
う
基
本

法
制
の
審
議
等
）
に
つ
い
て
は
、
任
期
が

長
く
解
散
制
度
の
な
い
参
議
院
の
判
断
が

優
先
さ
れ
る
と
い
う
原
則
の
確
立
が
求
め

ら
れ
る
（
衆
参
の
役
割
分
担
）
。

ま
た
、
④
上
述
の
対
決
型
モ
デ
ル
の
限

界
か
ら
す
れ
ば
、
政
権
公
約
に
包
摂
さ
れ

な
い
個
別
政
策
・
利
害
の
表
出
ル
ー
ト
を

議
会
外
で
も
組
織
化
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
伝
統
的
に
は
国
民
発
案
・
国
民
投

票
制
度
の
採
用
が
、
現
代
的
に
は
通
信
技

術
を
活
用
し
た
多
様
な
利
害
の
調
整
フ
ォ

ー
ラ
ム
等
の
設
定
が
、
重
要
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
わ
が
国
が
採
用
す

る
と
さ
れ
る
間
接
民
主
制
原
理
に
も
、
一

定
の
再
考
が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

加
え
て
、
⑤
「
国
民
の
内
部
に
分
布
す

る
多
様
な
意
見
・
利
害
を
党
内
で
ど
の
よ

う
に
集
約
・
調
整
す
る
か
」
、
す
な
わ
ち
党

内
の
利
害
調
整
／
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
の

明
確
化
が
要
請
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
政
権

公
約
の
策
定
過
程
の
透
明
化
・
民
主
化
が

求
め
ら
れ
よ
う
が
、
こ
れ
は
「
総
選
挙
決

着
の
原
則
」
（
①
）
が
実
効
的
に
機
能
す
る

た
め
の
前
提
条
件
で
も
あ
る
。

ま
た
、
⑥
合
意
形
成
型
モ
デ
ル
の
実
効

的
な
作
動
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
多
様
な

利
害
を
反
映
し
た
法
案
修
正
の
実
現
（
調

整
型
）
と
、
党
首
討
論
・
議
会
審
議
を
通

じ
た
争
点
の
明
確
化
（
対
立
型
）
と
の
（

ラ
ン
シ
ン
グ
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

衆
議
院
で
は
政
権
獲
得
に
向
け
た
対
立

軸
の
提
示
が
前
面
に
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、

対
決
型
の
判
断
プ
ロ
セ
ス
が
適
切
で
な
い

事
柄
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
参
議
院
の
審

議
過
程
、
お
よ
び
両
院
間
の
調
整
過
程
に

お
い
て
、
柔
軟
な
妥
協
・
調
整
手
続
き
を

構
想
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
両
院
協
議
会
は
現
在
、
各
院
の
多
数

意
見
を
構
成
し
た
会
派
か
ら
委
員
を
川
人

ず
つ
選
び
、
３
分
の
２
以
上
の
多
数
で
可

決
さ
れ
た
と
き
成
案
と
な
る
が
（
国
会
法

蛇
条
１
項
）
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
成
案
を
得

る
の
は
稀
な
ケ
ー
ス
に
限
ら
れ
る
。
「
各
院

の
協
議
委
員
の
過
半
数
」
の
賛
成
で
成
案

を
得
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
変
更
す

る
の
も
一
案
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
⑦
両
院
制
に
合
意
形
成
型
モ

デ
ル
の
契
機
を
見
い
だ
す
立
場
か
ら
は
、

多
様
な
利
害
が
参
議
院
に
反
映
さ
れ
て
い

る
こ
と
こ
そ
、
あ
る
べ
き
制
度
運
用
の
姿

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
は
両
院
と

も
に
有
権
者
団
に
よ
る
直
接
選
挙
で
あ
り
、

し
か
も
、
双
方
と
も
多
数
決
型
お
よ
び
比

例
代
表
型
選
挙
シ
ス
テ
ム
の
混
合
形
態
と

な
っ
て
い
る
。
本
来
、
両
者
の
組
織
原
理

に
あ
る
程
度
の
相
違
を
設
け
る
こ
と
が
、

両
院
制
の
趣
旨
に
適
合
的
で
あ
ろ
う
。
こ

の
点
で
、
有
識
者
懇
談
会
の
意
見
書
は
地

域
代
表
と
し
て
の
参
議
院
に
言
及
し
て
お

り
、
注
目
に
値
す
る
。
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